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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 正常人の脊髄，特に腰仙髄前角に小さな嗜銀球が観

察され，直径20μ以上のものをspheroids，それより小

さいものをglobulesとして区別しているが， spher－

oidsは筋萎縮性側索硬化症（以下， ALS）の特に臨床

経過の短い症例で多く認められるのに対し，globules

は一般に正常人において認められ，その存在意i義に相

違があるとされている．

 今回，著者は正常人および運動ニューロン疾患にお

けるglobulesの出現頻度を観察し，また電顕的検索を

行なってspheroidsとの異同についても検討した．

 対象および方法

 対象はいずれもニューヨーク・モンテフィオーレ病

院の症例で，光顕的にはHEおよびBielschowsky染

色が施されていたパラフィン切片標本を用い，以下の

諸項について検討した．

 1．腰仙髄におけるglobuies

 対照51例，ALS 10例， Werdnig・Hoffmann病（以下，

WHD）4例，慢性灰白脊髄前角炎（以下，ポリオ）4

例の腰仙髄に見られるglobulesの出現頻度を比較検

討した．

 2．脳幹部運動神経核内におけるglobules

 対照90例および運動ニューロン疾患（ALS 11例，

WHD 5例）の脳幹部運動神経核内におけるglobules

の出現頻度を検討した．

 3．globulesの電顕的特徴

 神経学的異常所見を認めない2症例の腰髄下部にお

けるglobulesを電顕的に検索した．

 結果

 1．対象51例において乳児ではglobulesは認められ

なかったが，1歳以上の小児では容易に認められ，成

人では出現頻度が高かった．左右差は認められなかっ

た．しかしながら，ALS， WHDおよびポリオではいず

れも，前角細胞の脱落の程度が強い症例ほどglobules

の数は少なかった．

 2．対照90例の脳幹部では，年齢別のglobulesの出

現頻度は腰仙髄で見られたglobulesと同じ傾向に

あったが，globulesの数そのものは腰仙髄に比べ少な

かった．左右差は認められなかった．ALSでは対照と

大差はなく，WHDではいずれの症例にもglobulesは

認められなかった．

 3．電顕上globulesは錯綜するneuro創amentsの

集塊から成り，その中に少数のミトコンドリア，vesi－

clesなどの細胞内小器管が混在し， ALSで見られてい

るspheroidsの電顕像と一致した．

 考察

 globulesは正常人では高齢者でより多く見られる

傾向があり，運動ニューロン疾患では前角細胞の脱落

とともに減少する傾向があった．電顕的検索から

globu｝esは軸索に由来すると考えられた．

 結論

 最近ALSの初期病変としてspheroidsの出現が注

目されている．一方，主に正常な成人に見られる

globulesは，大きさの違いを除けばspheroidsと同じ

構造を有しており，今後ALSのpathogenesisを考察

する上で，両者の関連性が注目される．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は多数例の運動ニューロン疾患ならびに正常対照群において，近時神経病理学的に注目され

ているglobulesとspheroidsを，光顕的・電顕的に詳細に検討，両者は大きさの差を除けば全く同一

の構造を示すこと，また年齢および脊髄前角細胞脱落の程度と相関することを指摘し，運動ニューロ

ン疾患の病因を追究する上で重要な所見であることを明らかにしたもので，学術上価値ある論文であ

る．
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